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一

二
沫

は
り
ん
く
う

ビ
飛

万
ー

の
古
谷
毅＿
郎
医
師
提
供
）

一

新型コロナ感染妊婦の

一

赤ちゃんは2回の抗原検査で陰性
，が

確

認

されれば、通常の新生児室
に移る

母親にはオンラインなどで赤ちゃ
んの様子を日

々

伝える。母子とも
に陰性が

確

認されると対

面

。母乳
も与えられるようになる

りんくう総合医療センター（大阪府泉佐野市）
での感染妊婦の出産の流れ

感染症病棟(5階）に入院し、陣痛が来る前にコロナが陰性
になることを目指す。コロナ診療と同時に妊婦健診。産婦
人科医や助産師がほぽ毎日訪れ、病棟内にある超音波検査
の装置などを使って母子の状態を確認

一

おなかを切らす、妊婦の希望
に沿えるようにするため、可能
な限り選択

-
コロナ症状の急変や胎児
の心拍の異常、双子など
の場合

感染妊婦の受け入れ

コロナカ噂性

に
な

っ
て

出

産

一般妊婦と

同

様の出産が
可能。産後すぐに赤ちゃん
と触れあえる

59人

デ
ザ
イ
ン・
串
井
徹
男

℃厚労省は
「やむを得ない」

感染妊婦の出産について、厚生
労働省が作成した「診療の手引き」
などでは、分娩時間の短縮や感染

対策を目的に、帝王切開の選択は
「やむを得ない」などとされている。
日本産 婦人科学会が9月にまと
めた中間報告では、妊娠36週以降
に感染が判明した軽症や中等症の
妊婦32人のうち、‘20人が感染を理
由に帝王切 で出産していた。・

各病院の対応状況ははっきりし
ないが、大阪府内では、市立豊中病
院（豊中市）も感染妊婦の自然分娩
に取り組んでいる。国立循環器病
研究センター（吹田市）は出産日を
決め、陣痛促進剤を使って出産した
事例がある。

71人（昨年4月 ～今年9月）

陰性化する前に陣痛
感染対策をして出産。
赤ちゃんは産後すぐに
隔離

12人

る

染

き

虐
諺

疇

広

へ
な

の

出

間・
こ

時

的

婦
つ

・

降

妊
に

以
る

般
止

娩

画

＿
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計

週

ぃ

ー

6
て

3
し

娠
択

紅
選

・

→
．．
 

は
を

関
lmJ

荒
り

ス

け

が

機
切

言

慧
疇

5

療
王

呼
が

は
和
室

こ

医
rM

江
i

`

-

と
て

の

9
二
巴

る
い
の

フ
妊

な

な
す
間
ッ
染
れ

く
や
夜
夕
感
ら

一
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対
鍛
徹
底

帝
王
切
開
を
皿
避

飛
沫
な
ど
懸
念

．
 

妊
娠
36
週
以
降
の
妊
婦
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

た
場
合、
多
く
の
医
療
機
関
で

は
感
染
対
策
な
ど
を
理
由
に
帝

王
切
開
を
選
ん
で
い
る。
こ
う

し
た
な
か、
り
ん
く
う
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー

（
大
阪
府
泉
佐
野

市）
は
陣
痛
を
待
ち、
で
き
る

だ
け
産
道
を
通
っ

て
く
る
自
然

知
螂
（
詔
寧
力
娩）
で
産
め
る

ょ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る。

帝
王
切
開
に
す
る
の
は、
自

然
分
娩
だ
と
妊
婦
が
い
き
む
際

ひ

ま

つ

に
飛
沫
が
広
が
る
懸
念
が
あ
る

ほ
か、
出
産
が
長
時
間
に
及
ベ

ぱ、
呼
吸
状
態
が
悪
化
し
た
妊

婦
に
は
負
担
が
大
き
く

な
る
か

ら
だ。
感
染
妊
婦
用
の
分
娩
室

を
設
け
ら
れ
な
い
施
設
も
多

い。
帝
王
切
開
な
ら
計
画
的
に

短
時
間
で
出
産
で
き
る。

ヽ
＼

．
大
阪
市・
パ
ー
ト

従
業
員
女
性
A
さ
ん(
35)
の
ケ
ー

ス

・
←

の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が
判
明

四
夫

一
方、
同
セ
ン

ター
は、
感

染
妊
婦
用
と一
般
妊
婦
用
の
分

娩
室
を
そ
れ
ぞ
れ
設
け、
産
科

病
棟
内
は
感
染
の
危
険
区
域
と

安
全
区
域
に
分
け
る
な
ど
対
策

を
徹
底。
様
々
な
診
療
科
が
連

携
し、
多
く
の
感
染
妊
婦
で
自

然
分
娩
を
実
現
し
て
い
る。

受
け
入
れ
た
感
染
妊
婦
は
9

―-
37
度
台
の
発
熱。
検
査
で
長
男（
当
時

-
4
歳）
と
と
も
に
感
染
判
明

保
健
所
に
は
体
調
を
伝
え、
入
院
先
が

決
ま
る
の
を
持
つ。
体
温
は
39
度
台
に

保
健
所
か
ら「
入
院
先
が
決
ま
っ
た」

と
連
絡
が
あ
り、
り
ん
く
う
総
合
医
療

セ
ン
タ
ーヘ

救
急
車
で
搬
送。
肺
炎
が

み
ら
れ、「
中
等
症
ー」

と
診
断
さ
れ
た

9
百
せ
き
と
息
苦
し
さ
が
日

々

悪
化

一

罪終

曙
す 、
ト
イ
レ

に

も
行

―-
「
中
等
症
II」
に
悪
化
し ‘

酸
素
投
与

＿い

譴朽

闘噂がら
15
分
間

お
な
か
の
張
り
が
痛
み
に
変
わ
る。
助

産
師
の
内
診
で
子
宮
口
が

開

い
て
お

，

り、
産
科
病
棟
の
隔
離
分
娩
室へ

妊
娠
37
週
で
出
産。
産
後、
感
染
症
病

棟
に
戻
っ
た
が、
呼
吸
状
態
が
悪
化

し、
一
時
的
に「
高
流
量
酸
素
療
法」

（
ネ
ー

ザ
ル
ハ
イ
フ
ロ
ー）

を
受
け
る

「
分
娩
中
は
い
き
む
力
が
出
す 、『
帝

王
切
開
し

て

」
と
頼
ん
だ
が 、

産

後
も

せ
き
が
ひ
ど
く 、
お
な
か
を
切
ら
す
に

良
か

っ

た
と
思

っ

た」

2
回
の
陰
性

確

認

で
隔
離
解
除。
産

科

病
棟ヘ

次
男
と
対

面

「
お

な

か

に

置
い
て
も
ら

って

ほ

っ

と

し
た 。
早
く
抱

っ

こ
し
た
い 、
授
乳
し

た
い
と 、
力
が
わ
い
た」

授
乳

開

始。
徐

々

に
次
男
と

同

室
で

過
こ
し、
リ
ハ
ビ
リ
と
育
児
指
導
を
受

け
る

一＇
退
院

早
期
回
復
に
注
力

月
末
ま
で
で
71
人
に
上
る 。
ま

ず
は
陣
痛
が
来
る
前
に
陰
性
に

な
る
こ

と
を
目
指
し、
感
染
症

病
棟
で
コ
ロ
ナ
の
早
期
回
復
に

注
力
す
る。
感
染
対
策
で
隔
離

す
る
必
要
が
な
く

な
れ
ば、
通

常
の
お
産
が
で
き、
産
後
す
ぐ

に
母
子
で
触
れ
あ
え
る。

感
染
症
病
棟
に
は
産
婦
人
科

医
や
助
産
師
が
ほ
ぼ
毎
日
訪

れ、
母
子
の
状
態
を
確
認
す
る。

お
産
が
夜
間
に
な
っ

て
も
対
応

で
き
る
体
制
も
整
え
る。

コ
ロ
ナ
治
療
中
に
陣
痛
や
破

水
が
起
き
た
場
合
で
も、
コ
ロ

ナ
症
状
が
悪
化
し
た
り、
胎
児

に
心
拍
の
異
常
が
あ
っ

た
り
す

る
場
合
な
ど
を
除
き、
自
然
分

娩
を
選
択
す
る。

妊
娠
36
週
で
コ
ロ
ナ
に
感
染

し
た
大
阪
市
の
パ
ー
ト

従
業
員

A
さ
ん(
35)
は
9

月
5
日
夜、

同
セ
ン
タ
ー

に
入
院。
抗
ウ
イ

ル
ス
薬
を
投
与
さ
れ
た。
酸
素

投
与
が
必
要
な
「
中
等
症
Il

」

に
悪
化
し
た
が、
男
の
子
を
自

然
分
娩
で
無
事
出
産
し
た。「
産

後
も
せ
き
が
ひ
ど
く、
帝
王
切

開
で
お
な
か
に
偏
が
あ
っ

た

ら、
す
fJ

く
つ
ら
か
っ

た
と
思

う。
自
然
分
娩
が
で
き
て
運
が

良
か
っ

た」
と
振
り
返
る。

荻
田
和
秀・
産
婦
人
科
部
長

は
「
医
療
者
側
の
都
合
で
帝
王

切
開
を
選
ぶ
の
は
避
け
た
い。

可
能
な
限
り
通
常
の
お
産
に
近

い
形
に
で
き
る
よ
う
に
し
た

い」
と
話
す。

（
東
礼
奈）




